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1.　は じ め に



















して増えており，2007 年度の報告規模は約 3 億円と 2000
年度の 5 倍に達している9）。特に山形県では，オウトウ食






















第 3 次地域区画（昭和 48 年行政管理庁告示第 143 号）
57400125内に設定した。現地の標高は約210 mである（図1）。
調査対象オウトウ園の A 園は A 氏が，B・C 園は B 氏が
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ウエッドバードネット，目合い 18 × 20 mm：JX 日鉱日
石 ANCI，東京都千代田区）が設置されている（図 2 A）。
これによってスズメ Passer montanus 大以上の鳥類の進
入防止を期待しているが，実際は他の隙間から進入されて
おり，防げているのはヒヨドリ Hypsipetes amaurotis 大以
上の鳥である。施設側面には目合い4 mmの防風ネットが，
高さ約 3 m の位置で留め金具（ビニペット：東都興業，
東京都中央区）から垂らされ，1.6 m 高のはり（梁）にパッ




かし，地面に凹凸があり，図 2 B のような開口部が数多く




　2008 年 6 月 8 日の夜間に B 園で食害が起き，それを翌
朝 B 氏が発見した。B 氏から報告を受け，直ちに被害園内
の約 1,200 m2 と外周 167 m を 2 名で 3 時間踏査し，進入
した獣類の足跡，フンおよび施設への進入痕跡を記録した。
　同 9 日，A，B，C 園の敷地，対象園に隣接する農地，
道路，畦および倉庫 A の周囲を踏査し，獣類の足跡およ
びフンを確認した。また，倉庫 A の内部において，所有













　翌 10 日に B 園外周に電気柵を施した上で，園主の協力
により，被害が発生した根元側 2 本の主枝は収穫の対象か
ら外され，現況保存がなされた。そこで B 園収穫作業終















国土地理院発行の高畠町管内図 1 : 5,000 を用いて作図 図 2　調査対象オウトウ園の雨よけ施設の構造
A : 施設の全体図。屋根には農業用ビニルと目合い約 20 mm の防














Nyctereutes procyonoides，ニホンイタチ Mustela itatsi の
足跡を確認した。3 種の足跡が倉庫 A（図 1）の東側の水
たまり跡の泥の上でそれぞれ 1 箇所ずつとハクビシンの足
跡が倉庫の北側に積まれたトタン平板の上 1 箇所で見つ
かった。また，7 月 30 日の倉庫 A 内の調査では，土間の
水たまり跡の泥の上にハクビシンの足跡を発見した。そし
て，約 3.5 m 高に積まれたわら束の 2 m 高の位置において，
サクランボの種子が多量に混入した中型哺乳類のフン塊を





際のネット裾にかまぼこ状の高さ 10 cm の穴を発見した
（図 5）。この穴は形状と大きさから中型哺乳類の通過口と
判定した。ここは，園内の痕跡調査でフンを見つけた東側
面の地点に最も近い角であった。A 園において A 氏が目
撃したハクビシンはオウトウの木の上にいたが，A 氏に
気づくと枝を上り，高さ 3 m 付近の雨よけ施設北西角の，
北側面と屋根の隙間を抜け，園外に逃げ去った。この脱出




















　主枝 A の結果枝 25 本および B の 27 本において，タイ
プⅠの食害が 32 箇所，Ⅱが 22 箇所確認された。結実した
総果実数は 358 粒で，そのうち食害はタイプⅠが 82 粒，
Ⅱが 38 粒であった。タイプⅠの 1 箇所あたりの平均食害
果数は 2.6 粒（82 ÷ 32）であった。タイプⅠは，長い結
果枝の細くなった先端でも確認でき，タイプⅠが見られた
図 4　オウトウ園 B 園，被害木の主枝 A 直下で発見したハクビ
シンの足跡（前掌）。（右図は左図を加工し足跡を見やすく
したもの。5 本指で爪痕がつかず，全体的に丸い）
図 5　オウトウ園 B 園，北東角で発見した中型哺乳類の通過口
と判定した雨よけ施設防風ネット地際の開口部
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結果枝 26 本中 18 本では最先端の実が食害されていた。結
果枝 B22 でタイプⅠは枝に結実した 25 果実中 15 粒見つ
かり，最大で 10 粒が連続していた（B22-16～25）。また，
その一つ内側の結果枝 B21 でも 14 果実中 9 粒がタイプⅠ
であり，最大で 6 粒が連続して食害されていた（B21-4～9）。
こうした 5 粒以上の集中的な食害は 6 箇所で認められた。
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Signs of Damage by the Masked Palm Civet, 
Paguma larvata, on Cherry
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Summary：The signs of damage by the masked palm civet, Paguma larvata, were inspected at cherry 
orchards in Takahata town, Yamagata-prefecture, northeastern Japan.  Masked palm civets were 
detected in the orchards and surrounding areas through direct observation by a farmer, and through 
footprints, feces, and a hollow in the bundles of straw.  This species was suspected to be the culprit after 
surveying the damage the next day; this was determined by the footprints on the steel pipe of the facility 
just below the damaged fruits.  The characteristics of the damage were identified along with the 
condition that only cherries disappeared but peduncles remained on the damaged branches.  The 
characteristics are as follows : 1) damaged fruits were aggregated, and 2) no branches and leaves were 
snapped off.  Using this information, farmers can recognize wildlife damage and take correct decisions in 
its early stages.
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